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タヒチの島々と気候 
 

 
 
フレンチ・ポリネシアには 5 つの諸島に 118 の島が広がっています。そのうちわずか 0.1%
に人々が居住し、手つかずの自然が多く残るのも魅力の一つです。 
 
北から南まで、気候の変化はほとんどございません。季節は 2 つ：夏と冬。3 月がもっとも

暑く、8 月がもっとも涼しい月で、平均気温は 26～28 度です。 
 
夏は湿度があり、水温や気温は上昇、熱帯は他の時期に比べ若干上がります。 
冬は乾燥し、水温も下がりますが 25 度以下になることはまずありません。南東の風（マラ

アム）が南からの涼しい空気をもたらします。 
 

 



 
 

2 

ソシエテ諸島 
 

 
 
ソシエテ諸島は山がちな島々で構成され、最も現代的な場所です（タヒチの中では）。タヒ

チ、モーレア、タハア/ライアテア、ボラボラといった火山島「ハイ・アイランズ」は環礁

より後に出来上がったものです。  
 
バリアリーフが小さな島（モツ）を支え、珊瑚が生育できない山々から新鮮な水が流れ込

み作られた海峡（パス）によって途切れています。 
 
これらの島々は環礁より大きい大陸棚を持ち、ツアモツより多くの種類の生物に出会える

ことでしょう。 
 
ダイビングを計画されているのでしたら、 ぜひソシエテ諸島の島にご滞在ください。今ま

で見たことのない景色や生物との出会いがあなたを待っています。 
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ツアモツ諸島 
 

 

ツアモツ諸島には 77 の環礁がございます。環礁は珊瑚の輪のみで出来ているため「低い島」

と呼ばれます。ツアモツ諸島はタヒチの島々にとって最も古いグループにあり、元々は火

山島の輪であったものが温かな水で珊瑚が育ち、リーフが島を覆いました。移動大陸プレ

ートがコーラルリーフのみを残し消え去り、環礁が沈むより早く珊瑚が成長しました。 

環礁にはたいてい 0 から 2 つの海峡（パス）があり、ここの流れは大変強いものです。潮

やうねりの流れを利用してラグーンの水を入れ替えています。 これらのパスには、ポリネ

シアの中でも最も豊富な生物たちが生息しております。ドリフトダイブはこの流れに乗っ

て、リーフの外側からラグーンに向かいパスを通り抜けます。 

海の透明度も高く魚の種類も大変豊富なツアモツの島々は、世界中のダイバーの憧れです。

訪れる人々を魅了してやまない、ツアモツでぜひダイビングを。 

 

 


